
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年１２月定例会を終えました。 

補欠選挙当選後から、通算５回目を終えました。 

３０分 1 問１答方式で一般質問を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答】（福祉保健部長） 

医療的ケアを必要とするケア児、いわゆる医療ケア児は医療技術等の進歩等を背景として在宅

生活が可能となったことから、地域で医療・保健・保育等の支援を円滑に受けられる様、障がい

児福祉計画を策定するさいの国の基準として、包括的支援体制の構築が規定されたところであ

ります。そこで本市では本年 8 月に保健・医療・福祉・教育の関係機関の代表者や、親の会等

で構成される障がい児福祉計画策定懇話会において、医療的ケア児の実態の情報共有したとこ

ろです。委員の方からは課題として、ひとつに医療的ケア児への接し方や保育の仕方について理

解が深まっていないこと、二つに保育所や学校、サービス事業所の受け入れ態勢が整っていない

こと、三つに関係機関の連携体制が十分ではないこと、などの意見が出されました。こうしたこ

とから、本市におきましては現在策定中の第一期富山市障がい児福祉計画に医療的ケア児の支

援を位置づけまして、具体的支援を検討して参りたいと考えております。 

 

【質】まちなか総合ケアセンター内こども発達支援室の事業所のネットワークつくり事業の現状・

課題について問う。 

【答】（福祉保健部長） 

事業所のネットワークつくり事業は関係機関や団体の連携を強化すると共に、障がい児やその

保護者に対し早期からライフステージに応じた一貫した支援、切れ目のない支援を行うことを

目的としております。その具体的な取り組みといたしましては、障がい児相談支援や、放課後

等ディサービス行っております事業者等への研修会の開催や相談・助言ですとか、障がい児支

援の現状把握と課題解決に向けた協議などが行われており、これまでに事業者同士の横の連携

がはじまって資質向上のための研修や情報交換が進められるなど、おおむね順調に実施されて

おります。今後の課題といたしましては、医療ケアを必要とする障がい児を支援していくため

のネットワークづくりがあげられ、病院や訪問看護ステーション、保健福祉センター等が顔の

見える関係づくりを具体的に進めていくことが必要と考えております。 
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① 障がい児の支援について 

② 通学路の安全の確保について 

③ 県の性暴力被害ワンストップセンターと市の連携について 

『子ども達の未来のために 

あなた自身の未来のために 

あなたの声を届けます』 

【質】医療ケア児の支援が必要と考えているが、市として今後どのように考えているのか。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳しくは、市役所ＨＰや議会だよりをご覧ください。 

疑問・質問・ご意見等は、遠慮なく会派光控室（議会事務局 076-443-2157 経由）まで、お寄せ下さい。 

※市政報告会や意見交換会等の開催のご希望があれば、併せてお聞かせ願えれば幸いです。 

 

 

 

 

 

【プロフィール】 

富山市生まれ 3３歳。夫と２人の子供の４人家族。日々子育ても奮闘中。 

富山大学附属中学校、富山高校を卒業。H28.10 月迄介護施設に事務職として勤務。 

広田地区在住。子供の時は五番町校下在住。中学・高校時代は剣道部。 

バイクレース観戦好きが高じてオフィシャル経験あり。現在もバイクツーリングが趣味。 

＜蛍の後援会資料＞  

【会派光の賛否状況】※満場一致でなかったものを中心に掲載 

≪議員提出議案≫第２０号第２１号は全会一致で可決         （会派） （全体） 

第２２号『慎重な憲法論を求める意見書』               ⇒ 賛成 ⇒ 否決 

第２３号『労働者の声を踏まえた真の「働き方改革」の実現を求める意見書』 

⇒ 賛成 ⇒ 否決 

≪請願≫             

第１７号『事後審査による政務活動費の支払いも認めることを求める請願』⇒ 賛成 ⇒ 否決 

第 1８号『政務活動費の審査に関わる第三者機関の早期廃止に関わる請願』⇒ 賛成 ⇒ 否決 

 でお友だち登録を 

お願いします↓ 

友だち追加 

ホームページや 

Facebook ,Line@ 

でも活動報告中。 

★日常の一コマ★ 
会派では大津市議会にて議員間討議について、まちづくりと公共交通 

委員会では札幌や旭川へ先進地視察にいってきました。 

札幌では路面電車のループ化やまちづくりを視察させて頂き、ループ 

化された新しい電停から路面電車に乗りました。富山よりも幅の狭い 

車体の路面電車には沢山の利用者がおられましたが、お子さん連れや 

ご高齢の方には少し不便を感じるのではないかと思いました。 

現地で実際に乗車することで、分かること、富山へ生かせることがある 

ことを実感させて頂きました。 

日常的にも現地確認などを積極的に行っています。 

 民間委託がされた学校給食の視察や１２月定例会 

で議案となっていました富山市斎場も現地を確認 

して賛否を決めました。常任委員会の最中いきま 

したが、やはり現地を確認すると老朽化と共に耐 

震が気になる状況でした。利用者状況の変移も勘 

案した上で判断させて頂きました。       

 

 

 

 

右写真は子ども達が実際に使っている器です。 

薄いので、指が透けてみえています。 

子ども達の体と心をつくる給食には考えさせら 

れます。現場第一でリアルな声を届けていきた 

いと改めて考えました。 

 

代表 

 ３３歳、２人の子どものママ 

上野ほたる 


